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えなければなら誌もう併しザ般民庄内系統の幼
虫民高つては冬季加温によっセそれほど悪い影
響を受ける二さはなUもののように思わすtる. 
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1.緒 雷前報において水田~主障さする
?酪農宥の飼料経慣に闘するー慮の分析や試1.?-'
7句それは主さして経告循寝ョ嗣料構成の面か
らの分析であっ允b 本稿i二於ては水田裏作への
飼料作の喰込みが果じて有利であるかどえか¥
それは笹管上如何なる意味ぞもつでゐるか、ミE
ゃう観酷から補足的に検討して見t:k、9
なお前報t二建，、:1こ‘この農家の基槌的な経営傑
件‘経管循壊の務輩、飼料橋建等は本稿@前提
的配遁ぞなすも貯であるが、こ'>I二再び反覆し
ない。 必要に感じ前報につ~~て見ちれたいι
2栽培飼棋の意義 この値管はその伺料
経慣の比較的竪賓な水田酷震であり、その由っ
てLかる原因は蹄入配給伺料によ〈酎恕して栽
培飼料、 11量物及び残降、野耳震なr各種め自給
伺料tJ~生産調建されてゐるこさにあち。そして
これらの各種自給飼料は、この鰹管保件に感じ
たある一定の比率によって構成されてゐる。
く腕報第4.5表参照〕
一般に栽埼飼料作物はそれのもつ地代責揺カ
ずなはち他作物さの競等主力の強弱を通じてその
生産初限界が剥せられ、また野草は地代は必要
さしないが刈取り葬働量の聡からその限度が決
定されるa又嗣糾化し縛る副産物及び揖津町景
は笹管組織及び経管境棋の知何じより略k-~
ぞあり、この基礎候件に習を化がないか事り簡単
にこれを動かし得ない 野草の刈取りはかつて，
調査し大岡山畢南西曹の帯農地検ぞは司 -fも
この地方.r.t自接的な招濁:傑符に.忘れて '，. 't、
苦ころぞあるがー~ I貴乃至15貫の畦畔や韓塘
.. 郎
j 
の野草を刈る允めに傍目 3.4時時間、遺きは
1里鼠上も出かけねばt"らぬさいう猷態。あっ
た。 Lたがって野草の刈取量は主ミLて家族努
力の量によって制限ぞう 17 るρ 家族努~~館五
換算8人じ過ぎ'1'，しかも等筑，牛3、育!itや2
計む頑も飼養するこの僅管?は、自給飼料中f
野草以外の飼料のもつ比重が嘗然大き〈ならず
るそ得ない。
したがって各種自給嗣料の構成が如何な島町
寧を津ずかは、第1に野草刈取持働さるの の
農業努働さφ限界生産力』句差異におって決 る
さ共t二、また他方において栽湾側斜作物さをの
他の作物言の地代員提カの差異によって決定さ
れるであらうbしかLこれは純粋に経漕的暗最
に出づるものであっf 経曹の現貰tニ制~:tは
園家による政策的廃置あるいは枇曾的習慣等極
掛外的要素巳ょっτζの開係が相官の修正をう.
ける。こさは供出制下の今日特に著しい。野草め
採集は、わが圃のような自然的経‘碑的様件め下
にあdでは、その量の場大に伴いその努働の限
界生直E性は絶獣的にも相動的にも〈伺料作物~
外の作物に樹b)急激に低下ずる。じたがっτ
.・野草採集英方はt':1'<さも1日のうちの遊休的舷
態にある鼻カre.しかも是れが長時間にわたら
苧いものぞあるこさが必要である。若LモtLが
蓮休勢3砲でなる、採草自クもの作業t二充雷じた損
合ヨリ高炉生産カぞあ ~~""ごlt~ヲりである掛合、
二オ't~採草鋳働に据め向性るこさは明ちかに損
失であるL.~i己採草量巻槍加し採草時閣が長
舎にわず有るならば、採草券働め限界生産性が最
低ド司るために他の裁培作物に投下し先場合.j3
(a撃研究集38場第 1銃 $7-~Q:受 19晶8) -3'1-
、
もる...:ì~ ヨリ・高い昇働生産性.:z.犠牲にしなぐて 間作するこミじより、さもなり社ば得らるペ舎
はならぬからである白尤も採草鼻働が燭時間で 1、要6三十台失うかわりに紫雲英700貫が得られ
その鯵働の限界生産性がま?さ価下しない聞なら るさいうこさになる。勿論これは一事例に遁ぎ
綜鼻働力利用共闘の世界において掠奪第働は比 す耳ー般化するこさは出来ないが、偲りにこの寧
管的強い揺抗力~示すであろ昔。しかし亀る努 置によって用者の得失を比較考量すればどうな
力が遊休努力であるかrうかの判断には多分に' るで抑うれ
主観峡痩棄が入り勝ちぞお払また採箪鼻働さ‘ 一般t二2作物が競害関係にあるtEきいづれが
その他の農業州さの聞の限界生産駒鞍恥 優位を占めるかは、云うれもない方におい
..的にば到底をめ正躍~拐し~ないものぞあ ては生産技術の如何によっτ、•. -fth方じおいτは
勺て、この動から現賓の笹警においては採草努 商品慣格によっτ決定されるo何さなれば聾何
量の生産財や用いて震何量の生産物を生産する働がしばしば鼻働強化の契機令なし、このζき
叩 かは専ら技術t二かかるこさであり‘技衡を一定
ほ揖多め賓例にも同るこさが出来る。
さすれば所得額の如何は専ら生産財慣椅さ生産苛〈τ野草刈取量にも大きな制約があり、 t" .:::~'~'~.t__~-:--=:_:~~-_ ~~~.-: 
物恒格すなわも商品慣格I~かかる事であり、こ
た削産物及び膚湾の産出量が略々一定で簡躍に の雨者の相互聞係によって作物の続手陣係は律
動かし~，t".いものざすれば、購入温厚飼料ぞ補 せられるもものTさからであるo飼料作物の哉培技
覚すペ含自給飼料の生産槍加はこれぞ設場飼料、 衡については、すでに高度の輪作あ忍いは間作
lこ求めざるそ得刻、ーしたがって自給飼料の給 の可脂性が貰控せられており、〈れこれらの桂術
源切重島々栽鰭飼料に耳止めるこさは、わが圃酷 が現賓の農業経費に埠遣すれば飼料作物の他作
般の飼料樫慣においても積極的、進歩的方向官 物に針する競雫カはいもじるしぐ強められ4し
さいうこさが出来ょう。 ζの経告はその耕地利 たがっでま大酷毘の般作に針する抵抗力もそれ
朋度においセ約13%や飼料作物の義堵に嘗てて t!け強化さhるであろう。しかし技術の費演さ
ゐる白 煙管構造さの関係は~.別個の問題さしで後に
この程管の各種の栽培飼料作物のうち特にそ h より詳細に開設するこさにし、われわれは究に
の意義の犬舎・いものは紫雲英さ官賠 eある~(前 この程奮の技術段階与を輿えられたちのさし、制
報第2表参照〉水田裏作多の間作さして隷培さ 科さ般物、紫雲英t小型Fの聞係者F慣椅の問題に
れる.紫雲英についてはなおその議場方法、多作 かかわらしめτ考察じで見たいさ思う白以下概
Aの喰込み限度なr多4の砥宛きる川事問簡が 略の計算-i>試みる。
燥されτゐるであろうが、現在の奥えられた傑 紫雲英附貯に含まれ揃榊分量は強
制F下tこおいτ経潰的にも技術的にも心理的じも のようであるo先づ最初に(.A;)この7∞賃金部
宣行じ易い普及牲のある I 1_ _~J 抽 | 町 I.._，. 1""， "'" s .. l I I 1可滑化|町滑化 |町滑化府1I苛消化 |可街化1_""，_1
方法ざして、これは水田 し一一型zl 租肪 |抑制山 |鈍.n~il_~tJf ITDN 
奇麗におUる有力な飼料・ 1持去何滑化11.~ I O.~ I 5.3 I 1.5 I 0.8 I 7.5 I 
車問失あないEあろ撃を函17!τI: 1-~~ . I__'v~: !二討す
9 この鰹笹の紫雲英.. ~~J料成分!"(封主 i 、I "，"" J . v， L XV I 町 | 
間作も*-t!研究模索の域令股せ今一定の殺培方 - ~生産飼料のみに利用した揚合~考える。計算
式~確立するまぞ巳は至つτおら歩』いろいろ は以下すベτセーペー~氏標準l; よるーさらに
~方法が試みられてゐるが、例えばそのうちの これ~可滑化租蛋白質さ TDNの 2 面から考察
刊つである畦間8尺の小書の閉じ紫雲英を2J{ する。先う (1)可消化粗査由貿の面から見ゐ
幅広栽培する方法による時は、民宮紫雲英7ω 芝、紫雲英700貫中に含まれる可消化阻蛋白質
賞.小司俸は普遁作の6制の牧穫があるさい川 87.51bsめ可能牛乳生産量叩旨肪事3%のもの以
ζの阻揚は普遁麓堵によるさきは小事反嘗1石 下関じ〉は 1，5431bs~なる。安に〈幻l'DN
・I~トの故穫があちさいうこぎ号あるから、〈山醸 の面から昆るさ、努富美7問責中に含まれるT
ゆ比較的牛産カめ低い困〉おの方法で紫雲英を DN 5S81bsの可白百産乳量依 li3751b容さなあq
'38) I . 38・w
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突に (B)紫雲英700買を骨量持飼料、生産飼料双
方tこ用い他的飼料ぞ用いない場合を慣例こ想定
する邑この揚合も可滑化担蛋白質さ TDNの爾
面から考察するq今置重 1.飢)0lbsの.4tlf'-が
脂肪寧8%の牛乳を1日o3Olb.生産す:るさすれ
ば、纏持飼料さ生産飼料の所要量の割合は.可
滑化阻蛋白質tこおいて 1:2.4$、TDNにおいて
1: 1.086さなる。これによって生産飼料に嘗て
得る量ぞ夫々算出し¥ (1)可滑化組蛋由貿の
面から可飽産乳量や見るさ1，093.lbaさなる。
同様に (2)TDNの面から可能産乳量~見る
・さ 9761bsさなる。
この可能産乳量さ昨年度の原料乳恒椅〈年聞
に会定慣格の費頁があったので‘この農家の除
年平均lkg嘗り原料乳慣5困20鏡・を取る)さか
ら粗般盆を出すさ‘【A)のぐ1)では 3，609圏、
(2)では4-，384掴さなり太極4.∞o国見宮さみて
よかろう。同種にしてI(B)の (1)は 2.558園、
(2)は2.282圏、大恒ヨ，500掴足ち歩さ見てよか
ろ5白これに針し小妻6斗の贋額は昨年度の盛
慣によるさ大憧630掴である。ニれを産乳憤絡
さ艶関すれば、 (A)(B) い合t~揚合さも大き
な聞きがある。勿論紫雲英は全〈中間生産物で
あるのじ鉛L、小密は完成消費財に近接したも
~あるから、直接の比較は行い難いー しかし
紫雲英が消費財に成熟するまでの努質、資本利
子等は生産韓政入予厩肥牛尿等の高U産物故入に
よっτ充分償はれ得るものであり.しかも業雲
英700貫は小~6斗よりもその生産量は温かに
少いのであるから、右の聞きはさらに大き〈な
るかも知れないaしたがっt購入飼料治主義婿嗣
料よりも低廉に入手出来ないかずり、紫雲英ぞ
~間作するこ~は有利ださいうこさになる。少
〈さち前週の技術段階さ慣格闘係さや前提さす
るかぎりそうぞある。技術は個性的であるがニ
の程度の技術の習得は一般倉家に容易ぞあるo
rざすれば、現賓4二"/).、、る1i式による酪燥がま
記普及してゐないのは技術さ恒格以外の何らか
の要因じ影響されてゐる芯見るの外はない。そ
れらの要因亨しては種々のものぞあけ得るeあ
ろ.うが、なかーんづ〈重要なのは供出制ミからん
だ笹奮規模eあろう。 ζの匙は別の後曾に鍋れ
?之い4
以上の比較考量はあぐ玄?技術さ慣格舎前提
さしたものぞあって、これらの保件カ寝化すれ
ば以止の聞係もまた費動常ざるを得ない。現在
他の島患に先んιτある温度準ん常生産党r法を
採用してゐるさ.も貝られるこの症奮は、その技
禰水準なめに企業者的利得をうt1てゐるわt1~
あるq しか14<の像家がこれに遁随し日本農
業の酷農化がいちじるし〈進展した損合、ある
いは外園貿易がさらに聾展した揚合、酪農生産
物の供給量に大きな鑓動が起払その結果恒椅
盟系におtる乳慣、般慣の聞係地位は現在にkむ
し嘗然相官の費動を尭れないであろう。商品の
慣絡は云う~~もな〈需給関係じょっt決定さ
れるものなあるから、日本農業の酸晶化ぞ考え
る揚合軍に供給面に閥連のある生産設衡や経管
技術のみの考究?ほ充分骨ない。同時に需要面
の検討が必要であるo
一般に畜産食品は需要の弾力姓が大き〈購買
力の如何じよって叉その生活が都市的かrうか
によってその需要は大き〈革審きれる。
内閣折計局の家計調査報告によれば、各種職
業者さも牧入陪越がの悟るにしたがって目動物性
蓋自の消費ば次第に槍加し、含水炭素の滑費
は減少する傾向が見られるー又きた表は都市的生
活者1~.，畜産食品の消賓の多いこ ~1.e;F してゐ
争也、
一清.皐位.一日消費量 〈グラ.r.)
|倫階的働者|農業者
雪量 自 質 | 68' 79 98 
動 犠j 住 11 20 13 
櫨 型E 性 '7 59 85 
目旨 肪 22 20 18 
肉 煩 9 '1' 3 
重量 卵 11 6 3 
出ド 乳 18 11 3 
1 
米 523 618 
っ，<jE1fi年一昭和2年
日本場開町猿興曾 r圃民食糧の混吠ー祉曾鑓祷盛に保
健に聞するものーJ155-7.束、及:;:伊海育仰兵「契
櫨畜産の研究J(.朱*1ft)による.
したがってわが圃癖来の工業水車、圃民所得、
生活様式な町二もさづ〈踏8量生産物に樹ずる圏
内iP，舗の操測、あるいは国際的需給闘係にもさ
， ~輔衆の貿易聞係め推定等がきわめτ重要匂
- 3g- (39) 
を均t加せしめるに震って，野E容さ倒産物雄官患の
比重が減じ栽培仮舶が槍加せねばならぬ理論的
があるD但し安置な購入:嗣科の存在するさ
きは問題は自ち異るa
第れらこの程奮の色つ技術段階さ現在の慣
措慣系を前提言するかずめ、 7Jc.回裏作穿't.>Mft:
t二紫雲英司F議場ずるこさは有未:lJ~あるコ但bこ
れは寵管規槙その他ω要因に~響3・れる。
第3に‘技衛ゃ恒格iま伺互に且動す毛色の't:
あ払特i二国際的な技術や慣栴こ接網するよ主
になれば、今日の有利牲がそのま』明日に存損
するミはかぎらないロ酪農生産物の需要帯遣の
発明が生産技術のそれに劣ち守重要である。
〔陛) 0)伊1H1;l:'松岡忠一「師料の1総裁熔み農業
経量JI'B図資産倉、tI井聾「水岡高量作と71t悶
酷~J な l? C~) 津田枚三二郎「量産~C!う霞
させ轟かJ農政務鎗'2'.1 6、民はとの困僅
僅~銅摘じてゐる、 (3) 犬機正男rJ皇訓量産!lt1J専
の芯本開歯車p66頁.守タラシ
あるaこれな〈じτ酷島之皆殺〈は危険のように
思うa今日の酷島の有利佐々以て直ちに明日の
酷農化'T12<根惨さは*=し得ないであろうfl.酷a
a量生産物の販賓なぎ酪農は成立ι雛い.〈23この
動に胸脚してわが圃にお紗る酪農による「農業
積率j論には批判の陣地があるように思tまれh
が、これは次の機曾に謹ちぎるを得ないq tの
庫管制ま昨年度におドT産壇J8t;与が牛乳駅賓牧
Aめ50;ι以よそ占めてゐるロしかもその産舗は
牝1，牡3'iいう彊の惑い取態iこしでそうfさつ
~めである。このように産鞭牧入が酪農*入の
きな部分、時には産筑牧入以上を占めるさい
うこさは酪農座管さじては錘想的さいわねばb
るまい。かつての甲オヌシぞ想ひ出させるJ83
3.結論第1に、自給飼料は各種の給源
の飼料巳よって構成されるもの0あるが、それ
はその経膏楳件に却して←定の比率~øて構成
される。一般にわが固においては自給飼栴の量
大原農業研究所創製
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にrんな庖でも容易に栽培できEる。庭の隅でも畑の端ででも。接岸が早〈春植付りれば秩には茸
が聾生し極めて豊産。此韓増は経清的tこ有望で間山附近では猛烈な勢で婚加して居るパ農息研究
9応部巷若手照〉
。量研粉末イースト 岡山脈食糧豊島圏研究所の俄燭により創製したもので生活降母そ多〈含
み酪降膨張方強C生存期間Iタ年目上甘味の多いパンができ、又比般的冷所(15・C)l二ても随惜
し得る優秀な傍末4ーストである。
聾 質 所 岡山市キ石井岡山鯨食糧菅薗研究所〈宮研究所t二て蹄取扱) I 
O種麹くもや~) . 宮所で最濯した優良種薗で甘酒用、味噌用、臨泊用等がある.材料~鍾
供されれば委託加工そずる。
費質所 ・岡山市岡町 山 崎
て以上申込により嘗研究所で一般の需要に.-:t'るヨ
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